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－AP 事業への取り組みについて－ 

 宮崎国際大学 学長 山下 恵子 
 

 

  

 
平成 26 年度に採択された文部科学省の「大学教育再生加速プログラム（AP）」は 5 年間

の取組を終えました。テーマⅠ「アクティブ・ラーニング」とテーマⅡ「学修成果の可視

化」の複合型の本学での取組は、これまで４つのワーキンググループによって活動を行って

きましたが、平成 30 年度は個々の活動を一つに統合することができました。 
AP に採択されてからの 5 年間に、多くの他大学等でアクティブ・ラーニングが導入され

てきましたが、対話をしながら深い思考を求めるアクティブ・ラーニングの実施方法につい

てはまだまだ模索が続いているように思います。さらに、学修成果の可視化では、可視化の

ために複数のツールを定めることの難しさが感じられます。本学においても学修成果の可視

化をなぜ行うのかという本質的な課題にぶつかり、学生自らが成長を実感できるために可視

化を行うべきであることが再確認されました。 
平成 30 年度からの新たな取組である「学生による AP 改善委員」の導入は、本取組を大

きく進展させました。これまで教員の視点で考えてきた AP を学生の視点から捉えなおすと

いうことを通して、教員側は多くの気づきを得る事が出来ました。 
 クリティカル・シンキング能力育成に焦点を当てた「AL事例集」の作成、独自に開発し実

施、検討・分析したクリティカル・シンキングテスト、ディプロマ・ポリシー（DP)の 5項目

に対応したルーブリック付きシラバス、DP で定められた学修成果を可視化するため e-ポー

トフォリオへのレーダーチャート導入など、更なる e-ポートフォリオ活用に資するシステム

の開発が行われました。 

 関西国際大学との AP 合同フォーラムの実施、AP 外部評価委員会による評価など、本学事

業の推進には多くの方々から協力を頂きました。この場を借りて厚くお礼申し上げます。 

 本学の AP 事業が日本の教育界に貢献できるよう、最終年度を全力で取り組んで参ります。

今後ともご理解、ご支援をよろしくお願いいたします。 
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II. 宮崎国際大学の AP 事業 
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1. 本学 AP 事業の概要 
 

事業の概要 

宮崎国際大学は、グローバル化社会において活躍できる人材の育成という教育目標の実現のた

め、20年前の開学当初からほぼ全ての授業で英語を用いたアクティブ・ラーニング（以下、ALと

呼ぶ。）を実施する特色ある教育を行ってきた。今回採択された本学の取組は、これまでの教育実

践を基盤に、本学教育の主要な学修成果であるクリティカル・シンキング（以下、CT と呼ぶ。）

と英語スキルの可視化を行い、これらの修得を最大化させる AL手法の開発、実践及び体系化を行

うものである。本事業の特徴は大きく 3つある。1つ目は、これまで実践してきた ALのベスト・

プラクティスの明確化である。2つ目は、このことと関連して CTと英語スキルの可視化を行うこ

とである。3つ目は、ALと CT及び英語スキルの対応関係をルーブリック・ベース・シラバスによ

り視覚化し、学修の PDCAサイクルを確立することである。 

 

事業の目的 

宮崎国際大学は、開学以来国際的リベラル・アーツ教育を軸に、ほぼ全ての授業を英語で行い、

また AL を導入している。しかし、これまでの取組では、効果的な AL に必要な CT の技能をは

じめ、AL による学修成果を可視化する客観的な測定・評価が不完全であり、また AL をさらに発

展させるための物的資源の環境整備が整っていない等、不十分な点があった。そこで、本事業で

は、①従来の AL をさらに発展させ、ベスト・プラクティスの明確化と達成を目指す、②CT を客

観的に測定・評価するツールを開発する、③②の開発に伴う英語スキルを向上させる AL プログ

ラムを構築する、④e-ポートフォリオを用いて学修成果の可視化を行う、⑤ルーブリック・ベー

ス・シラバスの導入による学修の PDCA サイクルを確立させる、の 5 つの取組を包括した事業を

展開することで、本学教育のさらなる質向上を目指すことを目的とする。 

 

本学 AP 事業の概要図 
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2. 本学 AP 事業の全体的な進捗状況 
 

本学の AP事業の具体的な目標は、以下の５つである。 

① 従来の ALを更に発展させ、ベスト・プラクティスの明確化と達を目指す。 

② CT を客観的に測定・評価するツールを開発する。 

③ ②の開発に伴う英語スキルを向上させる ALプログラムを構築する。 

④ e-ポートフォリオを用いて学修成果の可視化を行う。 

⑤ ルーブリック・ベース・シラバスの導入による学修の PDCAサイクルを確立させる。 

 

 

 

目標①及び③：ALの体系化及び効果的 ALの特定・普及、 

及び ALプログラム構築への取組 

 

ALの実態把握及び体系化 

• 教員へのインタビュー及び授業観察を通じて、宮崎国際大学で教員が使用している AL の

手法を AL の特性に応じた 33 種類に分類した。この分類に基づいて、AL の調査や事例集

に使用している。→詳細は、VIの参考資料を参照 

• 平成 28年度～平成 30 年度は、国際教養学部の教員が頻繁に使用している AL の手法に関
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する調査を実施した。本学で頻繁に使用している AL の実態把握及び体系化に向けての活

動が始まった。本学の ALの実態をより具体的に提示し体系化することができた。 

• また、ALに関する学生への調査も開始され、学生の視点からの授業での ALの使用頻度や、

学生の ALに関わる主体的な学修行動の調査も行われた。 

• 平成 30 年度は、教育学部でも同様のアンケートを実施し、全学的な ALの実態を把握する

ことができた。 

 

FD研修を通じた ALに関する学内意識・技術の促進 

• AL ワーキンググループによる FD 研修は、毎年、約 2・3 回実施され、アンケート調査の

結果報告や効果的な AL の手法の紹介を行うことで、本学教員への AL に対する知識及び

指導力向上に役立っている。 

 

効果的な ALの特定及び普及、効果的な ALプログラム構築に向けて 

 平成 30 年度に、これまでの AL の手法の把握及び体系化への取組をさらに発展させるた

め、教員が授業で使用している ALの手法の実践事例を集め、CT能力及び英語力に焦点を

当てた ALの事例集を作成した。 

 事例集を学内共有するためのホームページを立ち上げ、教員の AL の実践力を向上させる

仕組みを整備することができたので、大学全体の ALの実践力の向上が期待できる。 

 これまでの AP への取組を、学生の視点から効果的に享受し活用するための方策を考える

「AP学生グループ」を立ち上げた。主体的学修を促進するためにはどうすればいいのか、

学生自身が検討し、AL の授業への効果的な取組方法をまとめ、eポートフォリオの活用に

ついても、学生目線でその効果を検証し、改善案を提示した。 

 

 

目標②：クリティカル・シンキングを客観的に測定・評価するツールの開発 

 

テスト開発に向けての活動 

• アメリカで CT のアセスメントテストを開発した、テネシー工科大学のワークショップに

教員を派遣し、CTのテストに対する知識を深めた。 

• そこで得た知見を基に、宮崎国際大学独自の CT テストを作る準備が整い、テストの試作

版が完成した。 

• 平成 28 年度、テスト初版を作成し、数名の学生によるパイロットテストを実施した後に、

国際教養学部の学生へのテスト実施を開始した。テストで使用される言語は英語で、第二

言語としての英語で学修する国際教養学部の教育環境に合わせたテストとなっている。英

語力を測定するテストとならないように、テストに使用される英語の難易度なども議論

し、テストは作成された。 

• 初期データの分析を基に、７種類の CT 能力を測定するテスト第 2 版が平成 29 年度 4 月

に完成した。 
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• テストは、計 26問の選択式の問題で、学生は一定の文章を読み、質問に対して 4択の中

から 1つ正解を選ぶ。以下の 7つの能力に沿った能力を測定するように、テストは作成さ

れている。 

①重要な情報の特定、②情報の正確性の見極め、③問題解決の方法と攻略法、④情報

の分類化、➄多面的思考、⑥情報の活用、➆演繹的推論 

 

妥当性・信頼性のあるテスト開発及びテストの活用方法の特定 

 継続的にテストを実施し、その結果の分析・検討を継続して行うことで、データの蓄積を

図り、必要に応じてテストを改訂し、2019年度に最終版を完成させる。 

 CT 能力の育成に焦点を当てた ALの手法の FD研修会を実施し、テストが測定する CT能力

と授業で実践する AL により育成する CT能力を対応させた。 

 本学での CT 能力をテストにより可視化し、また、その能力を授業での ALによって育成す

るという土台が構築し、学生の CT能力の効果的な育成に役立つ。 

 

 

目標④：eポートフォリオを用いて学修成果の可視化を行う取組 

 

eポートフォリオの構築及びこれまでの活用 

• eポートフォリオシステム（ムードル及びマハラ）を構築した。 

• e ポートフォリオの使用法に関する FD 研修が行われ、教員間での e-ポートフォリオの知

識が深まった。 

• 学生に対しては、e-ポートフォリオ・オリエンテーションを実施し、操作説明を周知して

いる。 

• e ポートフォリオ使用の普及活動を行った結果、AL のエビデンスを含めた e ポートフォ

リオが授業に導入された（リベラル・アーツ入門、世界市民、ICT入門、キャリアデザイ

ン、一部の英語の授業）。 

• 英語力ページ、国際教養学部 1年生のページ、国際教養学部 2年生の留学ページが導入さ

れた。  

 

学修成果の可視化のための更なる eポートフォリオの活用 

 継続的に、新入生及び在学生へのオリエンテーションを行い、使用方法を適宜指導する。 

 本学での 4年間の学修を通じた有効活用を目指し、3年次のまとめページ及び４年次の卒

業論文ページの開発を行った。 

 学修外時間管理プラグイン、DP で定められた学修成果を可視化するためのレーダーチャ

ートやフロントページなど、更なる e-ポートフォリオ活用の準備を進めた。 

 学生に DP に沿った学修成果を認識させ、本学で学修において、常に目的意識を持って臨

む態度を醸成させる効果が期待でき、教育効果の向上に大きく寄与する。 
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目標⑤：ルーブリック・ベース・シラバスの導入による 

学修の PDCA サイクルを確立させる取組 

 

共通ルーブリックの作成 

• 国際教養学部の学修成果ルーブリックに含まれる項目の教員への調査が行われ、その結

果、国際教養学部共通ルーブリックが作成され、シラバスに導入された。 

• このルーブリックの概要説明及び授業での活用法に関する FD 研修が行われ、教員間での

ルーブリックに対する認識が向上した。 

 

共通ルーブリックの改良 

 本学と同じ AP 校でルーブリックを先進的に活用している関西国際大学でのルーブリック

活用を視察・意見交換することで得た知見を基に、これまでの本学でのルーブリック活用

を改善した。ディプロマ・ポリシー（以下、DP と呼ぶ。）に関連した 5 つの項目である

Advanced Thinking（高度な思考力）、Global Perspective（国際的な視野）、English（英

語力）、Japanese（日本語表現力）及び IT Skills（情報通信技術）の各の項目に対し、8

つの具体的な能力を測定する文章を作成し、合計 40 の小項目（5 項目×各 8 つの文章）

で DPに関わる能力・資質を自己評価するシステムを導入した。 

 

DPの達成度を測定する 40項目の運用 

 DP の達成度を測定する 40 項目を使用し、入学直後と１～4年次末に、学生は自己評価を

実施した。 

 教員が各授業科目で扱う DPの項目を明確にすることで（40項目を使用したカリキュラム

マップの作成）、授業で 40 項目の育成を目指した教育を提供し、学生及び教員の両方から

大学全体で学修目標を到達させるように取り組んでいる。 

 2019年度には、40 項目の自己評価結果を eポートフォリオに組み込み、学生自らが DPで

示された教育目標の達成に向けた PDCAを行える土台を完成させる。 
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III. 平成 30 年度活動報告 
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1. 平成 30 年度 AP 事業全体の目的及び成果 
 

平成 30年度の目的は、主に 5つあった。 

① 1つ目は、これまで実施してきた教員への ALに関するデータ収集を全学的に（教育学部も含

み）実施し、本学の AL の実践の実態を鮮明にすることである。また、授業で使用している

AL を伴った具体的な指導例を教員から収集し、その中から AL のベスト・プラクティスとな

る一定の体系化したモデルを構築することである。 

② 2つ目は、平成 28年度、平成 29 年度と２年間にわたって実施してきた本学独自の CTテスト

を、その最終版の作成と平成 31 年度における公表を念頭に、さらに多くの学生に対し実施

し、データを蓄積しつつ、その成果の検討・分析を行うことである。 

③ 3つ目は、平成 28年度から活用を進めているルーブリックをディプロマ・ポリシーの教育目

標により沿ったものへと改訂し、教員の授業での活用及び学生の自己評価に役立てることで

ある。 

④ 4 つ目は、平成 27 年度から着実に進めてきた、学修成果を可視化するための e-ポートフォ

リオの活用のさらなる推進を図ることである。具体的には、昨年度導入した e-ポートフォリ

オの新機能を活用し、英語で授業をする本学にとって重要な、学生の英語学習の成果を e-ポ

ートフォリオ上で見える化し、学生の学修意識・動機の向上を図ることである。 

⑤ 5 つ目は、英語スキルを向上させる教授法の全体像を把握するために、特定の英語スキルと

関連した AL の手法の調査をすることである。 

 

今年度の目的に沿った実績報告 

① 今年度は、教育学部においても AL の利用実態に関するアンケート調査を実施し、大学全体

での AL の実態を把握することができた。調査を通じて、教員は自分の使用している AL の

手法を鑑みることができ、授業で使用している AL の頻度、及びその学修効果について考え

る良い機会となった。更に、本学の開学以来の教育目標である「AL による CT 能力の育成」

の実現に向け、特定の CT 能力を伸ばす AL の手法に関する FD 研究会を開催した。この FD
研修会では、教員は特定の CT 能力を育成するための AL の実践方法を学び、 AL の実践的

指導力が上がった。また、教員全体の AL の実践力の向上のため、本学で実践されている AL
の指導例を効率的に収集・共有する「AL ホームページ」を立ち上げ、いくつかの実践例を掲

示することができた。今後は、このホームページをより充実させ、大学全体の AL の指導力

の向上に役立てることで、英語で授業を実施している国際教養学部で重要な英語力、そして、

重要な教育目標の一つである CT 能力をより効果的に向上させることができる。 
 

② 計画に従い CT テストを実施し、その結果の検討・分析を行い、テスト改善のためのデータ

を得ることができた。また、前述した通り、CT 能力の育成に焦点を当てた AL の手法に関す

る FD 研修会を実施した。CT テスト開発の進展状況を教員間で共有し意見交換することで、

CT テストに対する教員の理解を深めるとともに、テストが測定する CT 能力と授業の AL で

育成する CT 能力を対応させることができた。これにより、本学での CT 能力をテストによ
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り可視化し、授業での AL によって、その能力を育成するという土台が構築でき、学生の CT
能力の効果的な育成につながった。 
 

③ 今年度は、DP で示した教育目標の達成のためのシステムを利用し、学修成果の可視化への

取組を推進することができた。具体的に、平成 30 年度の国際教養学部の新入生全員に対し

て、40 項目に対する自己評価を実施し、本学 DP の教育目標を周知するとともに、入学時点

での DP に対する到達度を測定した。また、年度末には、国際教養学部の全ての学年の学生

が 40 項目の自己評価を行った。更に、教員は各授業で育成する 40 項目を特定し、授業科目

で扱う DP の項目を明確にし、授業内での DP の能力育成に向けた授業展開ができるように

も取り組んだ。このシステムを継続的に運用することで、学生及び教員の両方から、DP で

示した学修目標を到達するよう取り組むことができる。また、このシステムに関する FD 研

修会を実施し、DP の重要性及び授業内での DP で示した能力の育成に関する教員理解が促

進できたので、学生の DP 達成に大きく寄与するものと期待される。 
 

④ 今年度も、適宜、学生へのオリエンテーションを実施し、e-ポートフォリオ活用を更に推進

した。昨年度と同様に、国際教養学部 1 年生の学年末ページのオリエンテーション及び国際

教養学部 2 年生への留学オリエンテーションを開催し、e ポートフォリオの活用方法を周知

することで、学生はそれぞれの用途に合った e ポートフォリオを作成し、学修を振り返るこ

とができた。今年度からの新たな取組として、英語で授業を行う国際教養学部で特に重要な

英語力をまとめるページを導入した。このページでは、語彙力や TOEIC の点数などの英語

力を学生自らが管理し、英語力の進捗に対する振り返りを実施することで、主体的な学修を

促進している。また、これまでの本取組は低学年における e-ポートフォリオの活用がその中

核となっていたが、本学での 4 年間の学修を通じた有効活用を目指し、3 年次のまとめペー

ジ及び４年次の卒業論文ページの開発を行った。更に、DP で定められた学修成果を可視化

するためのレーダーチャートなど、更なる e-ポートフォリオ活用の準備を進めることができ

た。学生に DP に沿った学修成果を認識させ、目的意識を持って、本学での学修に臨む態度

を醸成させる効果が期待できる。 
 

⑤ 教員が授業で使用している AL の手法の実践事例を集め、CT 能力及び英語力に焦点を当て

た AL の事例集を作成した。また、事例集をホームページ上で学内共有することで、教員の

AL の実践力を向上させる仕組みを整備することができた。英語力や CT 能力などの特定の

教育効果を上げる AL の手法を教員間で共有することで、AL の実践力向上につながり、授

業内での学生の CT 能力や英語力の更なる育成が期待できる。 
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2. AP 関連の FD 研修会 
 日時 参加教員数 タイトル 
①  4 月 20 日 39 名 平成 30 年度 AP 事業の推進について 
②  6 月 21 日 16 名 アクティブ・ラーニングでのクリティカル・シンキング能力の育成 
③  7 月 20 日 17 名 ルーブリックを使用したディプロマ・ポリシーの教育目標の可視化 
④  1 月 10 日 10 名 最終年度に向けた AP 事業について 

 
①全学合同ＦＤ研修会 

 日 時 平成 30 年 4 月 20 日（金） 14：40～16：10 
 場 所 1-201 
 内 容 平成 30 年度 AP 事業の推進について 
 参加人数 教員 33 名（国際教養学部 23 名：教育学部 10 名） 職員 6 名 
 発表者 大関智史（AP アセスメントオフィサー） 

 
FD 研修会の内容 

 
AP事業を担当しているAPアセスメ

ントオフィサーが、本学のこれまでの

AP 事業への取組及び今後の予定を全

教員に対して発表した。 
まず、AP 事業の背景及びそれに伴う

文部科学省の動向を紹介し、文部科学

省が国として進める教育改革の方向性

の中に AP 事業が成り立っていること

を説明した。続いて、多様化し常に変化

する社会に対応できる人材を輩出する

ための大学教育の担う役割や重要性に

ついての説明をし、そういった社会で

活躍できる人材を輩出するための AP
事業の役割、そして、本学の AP 事業の概要及び具体的な目標を紹介することで、参加した教員

は本事業への理解のみならず、AP 事業の背景知識も深めることができた。続いて、本事業への

ワーキンググループのこれまでの活動を説明し、実際に実施している活動への理解を促すことで、

本事業への教員の関わりについて考えることができた。最後に、本事業の今年度の予定を発表し、

今後、本事業を成功させ、学生への教育効果が高まり、社会のニーズに答える人材が育成できる

よう、大学一丸となって取り組むように全教員に周知し発表は終了した。 
 
②詳細はテーマⅠ（アクティブ・ラーニング）への取組を参照。 
③詳細はテーマⅡ（学修成果の可視化）への取組を参照。 
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④最終年度に向けた AP 事業について 
 日 時 平成 31 年 1 月 10 日（木） 16：10～17：10 
 場 所 1-201 
 内 容 これまでの進捗状況（e ポートフォリオ及びアクティブ・ラーニングを中心に）

を踏まえた、最終年度の AP 事業について 
 参加人数 教員 10 名  
 発表者 大関智史（AP アセスメントオフィサー） 

 
FD 研修会の内容 

 
この FD 研修会では、文部科学省が進める教育改革とそれに沿った本学 AP 事業の目的を紹介

し、これまでの進捗状況を発表した。また、本学の取組に対する日本学術振興会からの最新の

フォローアップの結果を国際教養学部の教員と共有した。更に、学生が実際に作成したページ

を交えながら、本学での e ポートフォリオ活用の全体像、そして来年度より導入予定の新たな e
ポートフォリオの機能を紹介した。最後に、本学での AL のベスト・プラクティスを提示するた

めに教育効果の高い AL の特定方法についての議論を実施した。教員が考える有効な AL につい

て議論し、ベスト・プラクティスに対する理解を促進でき、更に、有効な AL を特定する方法及

び効果的な AL の学内共有に関する有意義な議論をすることができた。 
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3. テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）への取組 
① CT 能力の育成に焦点を当てた AL に関する FD 研修会 
② AL 事例集の作成 
③ AL 事例の学内共有のためのホームページの立ち上げ 
④ AL 調査の拡張：教育学部での調査 

 
①CT 能力の育成に焦点を当てた AL に関する FD 研修会 
 日時：6 月 21 日（木）  参加者：国際教養学部教員 16 名 
 タイトル：「AL での CT 能力の育成」 
 目的：CT 能力の育成を目的とした AL の具体的な教育活動について議論するため 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 内容と結果： 

FD 研修会は、AL と CT の関連性に関する全体説明から始まり、その後は、小グループによ

るワークショップ形式で、CT を育成する AL の手法について議論した。まず、全体説明とし

て、本学の「哲学入門」及び「自然/生命科学」の授業内での AL の実践例を用いて、AL を用

いた CT の育成方法について議論した。参加者は、提示された実践例で使用されている AL が、

どの AL の手法で、どのように CT 能力を育成するかについて考える機会を得た。新しい AL
の手法ではなく、すでに授業で利用している AL で、CT 能力は育成できることを教員は学び、

その実践方法についての理解を深めることができた。 
全体説明に続き、参加した教員が持ち寄った AL の実践例を CT 能力育成の観点から分析す

るワークショップが行われた。教員は小グループに分かれて、各自が持ち寄った AL の手法を

CT 能力育成の観点から分析することで、教員の AL の実践力の向上に役立った。 
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②AL 事例集の作成 
 目的：本学での AL の手法を学外に紹介する。また、学内で共有し、教員の AL の指導力

を向上させる。 
 事例集の内容：AL 手法、育成する英語力及び CT 能力、手順、教員及び学生のコメント 
 掲載数：教員 4 名から計 7 事例 
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③AL 事例の学内共有のためのホームページの立ち上げ 
 目的：効率的に学内で AL の事例を共有し、教員の AL の指導力を向上させる。 
 事例数：9 例 

 

 
 
 
④AL 調査の拡張：教育学部での調査 
 目的：教育学部での AL を伴う指導法の使用状況を把握するため 
 対象：教育学部の専任教員 
 調査方法：2018 年の授業を対象として、AL 実態調査アンケートを教育学部の教員に送付 
 結果：昨年度までは、国際教養学部での AL 指導法の実態を把握するためのアンケートを

実施したが、今年度は、教育学部でも同様のアンケートを実施し、大学全体での AL の活

用状況の実態を把握することができた。また、アンケート調査の分析を教育学部の教員と

共有することで、教育学部の教員は自分の AL の手法及び学部全体での AL 使用状況を知

ることができ、教員は学生の主体的な学修に繋がるような AL の指導事例を考える良い機

会となった。 
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教育学部アクティブ・ラーニング調査（2018 年度前期） 

 

1. 調査概要 

① 目的：教育学部における 2018年前期の ALを伴う指導法の使用状況を把握するため 

② 対象：教育学部の専任教員 

③ 有効回答：合計 9名（講義 17科目、演習 27科目） 

④ 質問事項：ALの授業活動の利用頻度 

選択肢：該当なし、使わない、時々使う、よく使う、非常によく使う 

 

2. 調査内容 

① 使用頻度を調査した ALのリスト 

 

 

 

 

授業内 

①グループワーク 

②ディベート 

③フィールドワーク 

④プレゼンテーション 

➄ロールプレイ 

⑥模擬授業・模擬保育 

➆実験 

⑧小テスト 

➈質疑応答 

 

授業外 

①課題（レポート以外） 

②個別レポート 

③グループレポート 

 

② 授業の属性（44授業中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義

39%

演習

61%

授業の形態

1年
23%

2年
28%

3年
40%

4年
10%

授業の学年の内訳
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3. 調査結果 

① 全体的な使用頻度のグラフ 

すべての回答を含んだグラフは以下となる。％は回答を得た 44の授業数を母数と

した授業の割合である。 

 

  

32%

5%

5%

14%

14%

18%

5%

20%

43%

41%

36%

11%

16%

9%

20%

2%

18%

16%

43%

2%

27%

7%

45%

14%

9%

25%

20%

23%

36%

14%

41%

9%

2%

5%

66%

23%

36%

36%

9%

5%

23%

9%

27%

64%

2%

16%

55%

5%

27%

32%

91%

5%

7%

16%

①グループワーク

②ディベート

③フィールドワーク

④プレゼンテーション

➄ロールプレイ

⑥模擬授業・模擬保育

➆実験

⑧小テスト

➈質疑応答

①課題（レポート以外）

②個別レポート

③グループレポート

授
業
内

授
業
外

使用頻度の割合の全体グラフ

非常によく使う よく使う 時々使う 使わない 該当なし
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② 使用されている ALのグラフ 

 使用されている ALの全体像を添えるために、「該当なし」「使用しない」という回答を

除き、「非常によく使う」、「よく使う」「時々使う」の 3 つの回答のみを含んだグラフが

以下となる。全体的に、使用されている授業内の ALの活動は「①グループワーク」、「⑧

小テスト」、「➈質疑応答」である。また、「④プレゼンテーション」や「⑥模擬授業・模

擬保育」も比較的高い頻度で使用されていることがわかった。「➆実験」は理科の授業の

みで使用された。授業外では、「①レポート以外の課題」や「②個別レポート」は頻繁に

使用されている。「③グループレポート」はあまり使用されていないことがわかった。 

 

 

 

32%

5%

5%

14%

14%

18%

5%

20%

43%

41%

36%

11%

16%

9%

20%

2%

18%

16%

43%

2%

27%

7%

45%

14%

9%

25%

20%

23%

36%

14%

41%

9%

2%

①グループワーク

②ディベート

③フィールドワーク

④プレゼンテーション

➄ロールプレイ

⑥模擬授業・模擬保育

➆実験

⑧小テスト

➈質疑応答

①課題（レポート以外）

②個別レポート

③グループレポート

授
業
内

授
業
外

使用頻度の割合の全体グラフ

非常によく使う よく使う 時々使う
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③ 特に使用頻度の高い AL（「よく使う」「非常によく使う」） 

特に頻繁に使用されている AL を特定するため、（該当なし、使用しない、時々使う、

よく使う、非常によく使う）の回答のうち、「よく使う」、「非常によく使う」を「使用頻

度の高いグループ」とした。 

 

高頻度の授業内の AL 

 質疑応答（86％の授業で高頻度で活用されている） 

 グループワーク（48％） 

 小テスト及び模擬授業・模擬保育（36％） 

 プレゼンテーション（34％） 

高頻度授業外の AL 

 個別レポート（64％） 

 レポート以外の課題（43％） 

 

  

48%

5%

14%

34%

16%

36%

5%

36%

86%

43%

64%

18%

①グループワーク

②ディベート

③フィールドワーク

④プレゼンテーション

➄ロールプレイ

⑥模擬授業・模擬保育

➆実験

⑧小テスト

➈質疑応答

①課題（レポート以外）

②個別レポート

③グループレポート

授
業
内

授
業
外

使用頻度の高いAL
（％：ALが高頻度で使用されている授業の割合）
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④ 授業形態での使用頻度の相違 

授業形態（講義/演習）別に高頻度で活用（「よく使う」もしくは「非常によく使

う」）されている ALのグラフは以下となる。 

 グループワークは演習でも高頻度で使用されるが、講義の授業でも多く取り

入れられている。 

 プレゼンテーションも講義の授業でより多く取り入れられている。 

 小テストは、講義の授業のみならず演習でも比較的多く使用されている。 

 質疑応答は、講義の授業でも頻繁に使用されている。 

 講義、演習の授業共に、個別のレポートは非常によく使用されている。 

 レポート以外の課題は、演習の授業でより高頻度で取り入れられている。 

 

 

  

59%

0%

12%

53%

18%

12%

0%

35%

71%

18%

76%

24%

41%

7%

15%

22%

15%

52%

7%

37%

96%

59%

56%

15%

①グループワーク

②ディベート

③フィールドワーク

④プレゼンテーション

➄ロールプレイ

⑥模擬授業・模擬保育

➆実験

⑧小テスト

➈質疑応答

①課題（レポート以外）

②個別レポート

③グループレポート

授
業
内

授
業
外

授業形態別の高頻度のAL
（％：ALが高頻度で使用されている授業の割合）

講義 演習
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⑤ まとめ 

今回の調査から、教育学部において、高頻度で様々なアクティブ・ラーニングが

取り入れられた授業が展開されていることがわかった。授業内の ALの活動は「①グ

ループワーク」、「⑧小テスト」、「➈質疑応答」が高頻度で使用され、「④プレゼンテ

ーション」や「⑥模擬授業・模擬保育」も比較的高い頻度で使用されている。また、

授業外の AL では、「①レポート以外の課題」や「②個別レポート」は頻繁に使用さ

れている。 

また、演習形式の授業のみならず、講義形式の授業においても、ALが高頻度で取

り入れられていることがわかった。これは、講義の授業でも一方通行の授業ではな

いということを実証のひとつであろう。授業内では、グループワークやプレゼンテ

ーションがほぼ半数の授業で頻繁に使用されているし、授業外でも個別のレポート

が頻繁に使われている。また、頻繁に実施する小テストや質疑応答により、授業内

で学生の理解・知識を確認することも着実に行っており、理解・知識に基づいたア

クティブ・ラーニングが実施されていると言えるだろう。更に、授業内での学修を

定着させ、発展させるための個別レポートも高頻度で使用されているので、学びの

好循環が確立していることが伺える。 

 

データから見る教育学部の「理解・知識に基づいた AL」を伴う「学修の好循環」 

 

 
  

「小テスト」

「質疑応答」

「グループワーク」

「模擬授業」

「プレゼン」

「課題」

「個別レポー
ト」

授業内での学生の

理解・知識の確認及

び促進 

授業内での学生の理解・

知識を促進し発展させる

アクティブ・ラーニング 

授業で学んだこと

を定着・発展させ

る授業外学修 
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4. テーマⅡ（学修成果の可視化）への取組 
① クリティカル・シンキングへの取組 
② DP の 40 項目に対する自己評価及び各授業へのマッピング 
③ e ポートフォリオ活用の推進 

 ①クリティカル・シンキングへの取組 
5・7・
11 月 
 
 
 

CT テストの実施 
• 5 月：国際教養学部 3 年 43 名  7 月：国際教養学部 1 年 45 名 
• 11 月：国際教養学部 4 年 17 名 

 
これまで通り今年度も、学生に CT テストを実施し、テストに関するデータを蓄積す

ることができた。テスト結果を分析し、学生の CT 能力の伸長の度合いや不足してい

る能力などを把握することで、テストの開発を進めることができた。テスト完成によ

り、CT 能力を可視化できるので、学生の CT 能力を的確に把握し、その能力を伸ば

す教育の実施が可能となる。 
6 月 CT 能力を育成する AL に関する FD 研修会の実施（詳細はテーマⅠへの取組を参照） 
10 月 「The Asian Conference on Education（教育に関するアジア学会）」での CT テスト

についてのポスター発表 
  
この国際学会に、世界 20 以上の国からの参加

があり、学会の 3 日間を通して 300 以上もの

発表がある中で、本学の発表には多くの参加者

が立ち寄り、本学が開発している CT テストへ

の多くの関心を集めることができた。参加者の

フィードバックには称賛の声もあり、概ね良好

な意見を頂くことができ、本学の CT テストを

広く公表するという主な目的を達成すること

ができた。 
 
 

12～ 3
月 

CT テストの外部評価を委託（CT や第二言語の専門家にテストの評価を依頼） 
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The Asian Conference on Education で発表したポスター 
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 ②DP の 40 項目に対する自己評価及び各授業へのマッピング 
4 月、

2 月 
 
 

DP の 40 項目に対する学生の自己評価の実施 
 4 月：国際教養学部新 1 年 83 名 

国際教養学部の DP ルーブリックに関するオリエンテーションを実施し、新入生

は、本学での 4 年間の学修において達成する能力や資質を確認することができた。

また、新入生は DP ルーブリックを使用し、入学時点での能力を自己評価した。DP
で示された教育目標に対する現在の状況及び目標となる能力を確認し、今後の本学

の 4 年間の学修において、DP の達成に向けた学修を促すことができた。 
 2 月：国際教養学部 1 生 81 名  国際教養学部 2 年 20 名 

   国際教養学部 3 年 46 名  国際教養学部 4 年 31 名 
7 月  FD 研修会「ルーブリックを使用した DP の教育目標の可視化」 

 参加者：国際教養学部教員 17 名 
 内容：本 FD 研修会では、本学の DP ルーブリックの開発をしているワーキング

グループが、国際教養学部の DP に関連した学修成果の達成度を測定する「40 の

評価項目」の概要を説明し、教員の DP ルーブリックに対する知識が深まった。

更に、3 月に、国際教養学部の新入生が実施した自己評価の初期データ、及び今

後の予定について議論した。本 FD 研修会を通じて、DP を達成するための 40 の

評価項目を教員に周知することができた他、その項目で示された能力育成の観点

からの授業展開を議論することができた。本 FD 研修会により、本学での教育を

通じた DP の達成に向けた取組を推進することができ、DP の能力育成に向けた

学生への教育効果が期待される。

 
9 月、

2 月 
各授業で育成する 40 項目を特定するための教員調査を実施した。 
（40 項目を利用したカリキュラムマップの作成） 

2～3
月 

作成した 40 項目のカリキュラムマップを基に、成績評価からの DP の 40 項目の評価

を割り出すシステムの開発を開始した。 
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 ③e ポートフォリオ活用の推進 
4 月 タブレットオリエンテーションの実施 

アクティブ・ラーニングのために AP事業で購入したタブレット PCの操作説明をす

る目的で実施され、国際教養学部の学生 61名、及び教育学部の学生 29名にタブレッ

ト PCを貸し出した。 

 

6 月 海外国内及び研修での e ポートフォリオ活用にするオリエンテーションの実施 
参加：国際教養学部 2 年 60 名 →ページ提出 63 名 
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7 月 
 
 

学生の日々の英語力の振り返り、目標設定、そして目標達成のためにすることを書

き込む「英語スキル」ページに関するオリエンテーションの実施 
参加：国際教養学部 1 年 83 名 → ページ提出 81 名  

 
1 月 1 年生での学修をまとめる「学年末ページ」のオリエンテーションの実施 

参加：国際教養学部 1 年 84 名 → ページ提出 65 名  

 
8 月

～ 
3 月 

新しいシステム・ページの開発 
• フロントページ、3・4 年生のページ、DP の振り返りのページ 
• 授業外学修時間プラグインの導入 
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e ポートフォリオの例 ①1 年次のまとめページ 
 学修成果の掲示（授業での課題） 
 1 年次の学修の振り返り 
 来年度の目標、将来の目標の再確認 
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e ポートフォリオの例 ②２年次海外（国内）研修ページ：海外研修のポートフォリオ 
 英語学習に関する記録： 3750 Words (約 10 ページ) 
 留学先の地域や文化に関するエッセイ・レポート) ：7500 Words (約 20 ページ)  
 自由研究論文) : 3750 Words（約 10 ページ） 

 
 



30 
 

e ポートフォリオの例 ③英語力ページ：振り返り 
 今回の TOEIC（RL)結果をどうみているか？ 
 次回の目標得点は？ 
 点数を上げるために今後することとは？ 
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e ポートフォリオの例 ④授業での活用 リベラル・アーツ入門 
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e ポートフォリオの例 ➄ICT 入門 
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e ポートフォリオの例 ⑥3年次及び 4年次のページの開発 
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e ポートフォリオの例 ➆フロントページ（2019 年度の国際教養学部の新入生より適用） 
 1 年次のまとめのページ 
 2 年次留学ページ 
 3 年次のまとめのページ 
 4 年間の振り返りのページ 
 英語力のページ 
 DP 達成度評価のページ 
 授業外学修時間の管理 
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5. 高大接続への取組  
 
 高大接続への取組として、本学では、高校生を対象とした出前授業、キャンパスビジット、

オープンキャンパス、リーダーシップ・プログラムなどの様々な取組を実施している。また、平

成 29 年度には、宮崎県内の高校と高大接続連携協定を結び、積極的に高大接続に向けた取組を

実施している。 
 

今年度の実施結果 

実施形
態 内容 日時 参加者 

来学 大学見学 6 月 7 日（木） 
10:50 -12:50 

宮崎県立飯野高等学
校 
参加者：100 名 

派遣 
宮崎南高校 GLOBAL ENGLISH 
LECTURE SERIES 
講師：Alan Simpson, Rebecca Schmidt 

6 月 7 日（木） 
13:50 -14:45 
14:55 -15:50 

Location：宮崎県立
宮崎南高等学校 
参加者：84 名 

派遣 
出前講座 
講師：Lloyd Walker 
タイトル：Globalization and Cultural 
Difference 

6 月 19 日（火） 
14:40 – 16:10  

宮崎県立高千穂高等
学校 
参加者：20 名 

来学 クラーク記念国際高校 
ENGLISH DAY 

6 月 26 日（火） 
10:30 -14:30 

クラーク記念国際高
校 
参加者：31 名 

派遣 
宮崎南高校 GLOBAL ENGLISH 
LECTURE SERIES 
講師：Erik Bond, James Furse 

7 月 5 日（木） 
13:50 -14:45 
14:55 -15:50 

Location：宮崎県立
宮崎南高等学校 
参加者：84 名 

派遣 出前講座 
講師：中原邦博 

7 月 15 日（土） 
10:30 - 12:00 

Location: 宮崎県立
日南高等学校 
参加者：20 名 

派遣 Global Session 1 
講師：Lloyd Walker 

7 月 19 日（金） 
9:00 – 16:00 

Location: 宮崎県立
延岡星雲高等学校 

来学 Global Session 2 
講師：Lloyd Walker 

7 月 24～26 日 
（火～木） 
9:00 – 16:00 

Location: 宮崎国際
大学 

派遣 
宮崎南高校 GLOBAL ENGLISH 
LECTURE SERIES 
講師：Cathrine Mork 

9 月 27 日（木） 
13:50 -14:45 
14:55 -15:50 

Location：宮崎県立
宮崎南高等学校 
参加者：84 名 

来学 宮崎南 ENGLISH DAY 10 月 19 日（金） 
10:30 -12:00 

宮崎県立宮崎南高等
学校 
参加者：80 名 

来学 1 日体験入学 10 月 30 日（火） 
9:20 – 12:15 

宮崎学園高校 
参加者：78 名 

派遣 
宮崎南高校 GLOBAL ENGLISH 
LECTURE SERIES 
講師：Atsushi Yasutomi, Anderson 
Passos 

11 月 8 日（木） 
13:50 -14:45 
14:55 -15:50 

Location：宮崎県立
宮崎南高等学校 
参加者：84 名 

来学 ENGLISH DAY 11 月 14 日（火） 
9:20 – 15:30 

都城西高等学校 
参加者：42 名 

派遣 
宮崎南高校 GLOBAL ENGLISH 
LECTURE SERIES 
講師：Anderson Passos 

12 月 6 日（木） 
13:50 -14:45 
14:55 -15:50 

Location：宮崎県立
宮崎南高等学校 
参加者：84 名 

大学独
自 HABATAKE グローバル・リーダーセミナー 1 月 4～6 日（金～日） 青島青少年自然の家 

参加者：34 名 

来学 宮崎南 ENGLISH DAY 1 月 25 日（金） 
9:00 -16:00 

宮崎県立宮崎南高等
学校 
参加者：84 名 
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高大接続への取組の例 
 タイトル：羽ばたけ！グローバル・リーダーセミナー2019 
 日時：平成 31 年 1 月 4 日～6 日 青島青少年自然の家にて 2 泊 3 日の宿泊研修 
 参加者：高校 1～3 年生：34 名  
 目的：本学が「英語でリベラル・アーツを学ぶ先駆的大学」として長年培ってきた教育資

源を活用し、高校生を対象に、グローバル人材としての基礎力向上のため 

 

 
セミナーは全て英語で行われ、グループワークを実施し、最終日は、参加者全員が学んだこと

に関するプレゼンテーションを英語で行った。 
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6. AP 事業への学生の参画 
目的 本 AP 事業への取組を、学生の視点から効果的に享受し活用するための方策を考え

る。主体的学修を促進するための方法を、学生自身が検討し、学生レベルで AP 事

業を普及させる。具体的な目的は、『本学の特色である AL を学生の視点から促進及

び改善すること』で、主に以下の 2 点に取り組む。 
 授業内の AL の改善：教員の実施する AL を学生の視点で改善する。 
 授業外の AL の改善：e ポートフォリオの活用方法を学生の視点で改善する。 

メンバー 国際教養学部 3 年：藤山 佳菜子（リーダー） 入佐 加寿眞  宮本 啓太朗   
国際教養学部 2 年：籾木 那奈美 

 

活動期間 平成 30 年 10 月 16 日～平成 31 年 3 月 31 日 
活動内容 ① プログラムレベルでの主体的学修の促進  

学生の視点での学修成果をまとめたポスターを作成した。 
② 授業レベルでの主体的学修の促進 

学生の視点で AL 型の授業への取組方法をまとめた冊子を作成した。 
③ 学生レベルでの主体的学修の促進 

e ポートフォリオ・オリエンテーションに参加し、後輩の指導をした。 
④ 授業外での主体的学修の促進 

3 年生及び 4 年生のページなどの新しいページの開発及び、これまでに導入

したページの改善案を提示した。 
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活動詳細 ①プログラムレベルでの主体的学修の促進  
 
学生の視点から、本学の国際教養学部で主体的に学修する方法をまとめたポスターを作成した。

このポスターにより、学生（主に新入生）は、本学での 4 年間の学修を可視化し、プログラムレ

ベルで主体的に学修するためにすべきことを知ることができる。 

 
 
 
また、平成 31 年 2 月 16 日

（土）に行われた本学と関

西国際大学合同の「AP 合

同シンポジウム」で、学生

グループ活動の一環とし

て、本学の学生グループが

ポスターを発表した。 
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活動詳細 ②授業レベルでの主体的学修の促進 
 
本学の国際教養学部の授業は、様々な種類の AL で組み立てられており、学生は授業で使用さ

れる各 AL に効果的に取り組まないと、有効な教育結果は得られない。そこで、学生の視点で AL
型の授業への取組方法をまとめた冊子を作成した。本冊子には、アクティブ・ラーニングの授業

に対する効果的な受講方法、予想される困難とその対処法、そして、得られる学修効果が、実際

に授業を受けている学生の視点でまとめられている。新入生や在学生が本冊子を読み、主体的な

学修を実現し、本学の学修で更なる学修効果を得ることを目的としている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 グループで各 AL の手法に対する主体的な取組方法を考え、 

その後、全体会議で議論した。 
 
 
 
 
 
  

冊子の内容 
 AL の手法 
 英語力への効果 
 期待される学修成果 
 AL の手順・困難・対

処法 
 ワンポイント 
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活動詳細 ③学生レベルでの主体的学修の促進 
 

1 年次の学修をまとめる e ポートフォリオ・オリエンテーションに参加し、後輩の指導をした。

1 年生はタブレット PC を持参し実際にページを作成しながら、オリエンテーションを受け、実

際に e ポートフォリオを活用している国際教養学部の先輩（学生グループ）からの指導・助言を

受けることができた。 
 

支援の様子 
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活動詳細 ④授業外での主体的学修の促進 
  
実際に利用する学生の視

点から、これまでに整備した

e ポートフォリオの内容や

活用方法に関する意見をま

とめ、更に効果的に活用でき

るよう提言をまとめた。更

に、3 年生及び 4 年生のペー

ジなどの新しいページの開

発も行った。 
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7. 大学教育再生加速プログラム合同シンポジウム 
 
 日時：平成 31 年 2 月 16 日（土） 

 場所：関西国際大学尼崎キャンパス３階 KUIS ホール 

 主催：関西国際大学・宮崎国際大学 

 参加者：108 名 
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内容 

 

シンポジウムのテーマは「社会が求める力をどのように育成し可視化するか」で、両大学

の AP 事業への取組を踏まえて、大学での学修成果と社会が求める力を考えるためのシンポ

ジウムを開催した。文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室の室長である平野氏の

挨拶から始まり、独立法人労働政策研究・研修機構の小杉氏の基調講演「企業の評価と大学

の評価－その接点を考える－」が行われ、来場者は文科省や有識者の大学での学修成果や社

会が求める能力に対する発表を聴くことができた。 

 

事例報告では、本学の西村学長補佐が「宮崎国際大学のグローバル教育と AP 事業」とい

うタイトルで、本学のグローバル教育の中核をなすアクティブ・ラーニングを更に発展させ

る AP 事業について発表した。引き続き、パネルディスカッションが行なわれ、事例報告と

同様に、本学からは西村学長補佐が参加し、大学が育成する力と企業が求める力をどのよう

に可視化し、可視化したものを実際にどう扱うかをテーマに、産学官からの参加者によるデ

ィスカッションが繰り広げられた。産学官のそれぞれの立場からの大学で育成する力、そし

て、社会で求められる力について議論し、とても有意義なディスカッションとなり、参加者

からは概ね良好な意見を頂いた。また、AP 事業を紹介するポスターセッションも実施し、参

加した他大学の教員及び研究者からは、本学の AP 事業に関する貴重な意見を聴くことがで

きた。 

 

本シンポジウムの開催により、本学の AP 事業を他の高等教育機関へ発信することができ、

今後の事業全体の発展に資する有益な意見や情報を多く得ることができた。 
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シンポジウムの様子 
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ポスターセッションの様子 
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事例発表スライド 
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59 
 

 
 
 



60 
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発表ポスター 
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8. シンポジウム・学会への参加及び発表（訪問調査を含む） 
 
 月 シンポジウム・学会名（場所） 内容 
①  9 月 AP 選定校合同 FD・SD ワークシ

ョップ（広島県） 
AP 採択校の教職員のための 1 泊 2 日の研修

会 
②  9 月 Mahara Open Forum 2018 

（奈良県） 
本学の e ポートフォリオへの取組の口頭発表 

③  10 月 The Asian Conference on 
Education（東京都） 

開発している MIC クリティカル・シンキン

グテストについてのポスター発表 
→テーマⅡへの取組を参照 

④  10 月 関西国際大学（兵庫県） 本学 AP 事業のルーブリックへの取組に関す

る助言を頂くための訪問調査 
⑤  11 月 AP テーマⅠ＆Ⅰ・Ⅱ合同開催シ

ンポジウム（京都府） 
AP テーマⅠ＆Ⅰ・Ⅱ合同開催シンポジウム

及び情報交換会への参加 
⑥  12 月 大学教育学会（長崎県） DP の学修目標の可視化及び DP の到達のた

めの自律的学修に関するポスター発表（テー

マⅠ・Ⅱ採択校の山口大学との共同発表） 
⑦  12 月 高知大学「AP 事業シンポジウム」

（高知県） 
本学の AP 事業の取組全体に関するポスター

発表 
⑧  2 月 本学と関西国際大学の共催の

「AP 合同シンポジウム」（兵庫

県） 

ポスターセッション及び事例報告での本学の

取組に関する発表 
パネルディスカッションへの参加 

⑨  2 月 日本福祉大学（愛知県） テーマ V 幹事校の取組の訪問調査 
⑩  3 月 大学教育研究フォーラム 

（京都府） 
学生参画の取組に関するポスター発表 
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① AP 合宿  
 日時：9 月 10～11 日 
 場所：神石高原ホテル（広島県） 
 目的：AP 選定校合同 FD・SD ワークショップ（AP 合宿）に参加するため 
 内容：この合宿は、すべての AP 採択校を対象にした 1 泊 2 日の研修会で、各テー

マを超えた「高大接続事業としての AP」を軸に大学改革についての議論をする合宿

であった。合宿は、AP 採択校の金沢大学及び芝浦工業大学の両学長による基調講演

から始まった。AP への取組を軸に、現在実施している大学改革についての各学長に

よる講演で、少子化や国際化の中で生き残るための大学改革における課題や展望に

ついて話した。講演後は、AP のテーマⅠ～Ⅴを横断的に編成したグループからなる

グールプワークを実施した。グループ毎に、AP 後の大学改革についての提案をまと

め、発表するというグループワークで、学長のリーダーシップの在り方、教職員及

びその他のステークホルダー（学生、親、地域の企業）を含んだ協働の大学改革、学

修成果の可視化、大学の質保証、高大接続、地域創生のための課題など、大学改革の

様々な面について議論し、その解決策をまとめた。大学改革を実施している他大学

の教職員と 2 日間過ごし、普段の学会や会議等では得られない、合宿ならではの濃

密で有意義な時間を過ごすことができた。この合宿で得た貴重な経験や情報を基に、

本学の AP 事業を通じた大学改革を一層発展させていきたいと思う。 
合宿の様子 
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② Mahara Open Forum 2018 
 日時：9 月 16～17 日 
 場所：奈良県 なら 100 年会館 小ホール 
 目的：AP 事業で導入した e ポートフォリオである Mahara の学会にて、本学 AP の

取組を発表することで、AP 事業を普及させる。また、Mahara の研究者及び教育者

と交流し、知見を得ることで、本学の e ポートフォリオへの取組に役立てる。 
 内容：畿央大学が主催した「Mahara Open Forum」（本学が採用している e ポート

フォリオのシステムであるマハラ（Mahara）の学会）に教員 1 名が参加し、本学の

e ポートフォリオへの取組を発表した。高等教育機関でマハラを実践する教育者や

研究者と交流することができ、学生の学修を支援するためのマハラ活用の更なる知

見を得ることができた。また、本学の e ボートフォリオへの取組を発表し、質疑応

答を通じて、助言を頂くことができた。今回のフォーラムに参加することで、マハ

ラを使った振り返りや目標設定や、学生の主体的な学修に繋がるマハラの活用方法

をより深く知ることができた。今回の学会参加で得た知見を基に、本学での e ポー

トフォリオへの取組を再点検する良い機会となった。 
発表の様子 

 

 
③ The Asian Conference on Education での発表→テーマⅡ（学修成果の可視化）への取組を

参照 
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④ 関西国際大学 
 日時：10 月 20 日 
 場所：関西国際大学 
 目的：本学 AP 事業のルーブリックへの取組に関する助言を頂くため。 
 内容：本学でルーブリックの開発を担当している教職員 3 人（教員 2 名 、職員 1

名）を関西国際大学へ派遣し、本学のこれまでのルーブリック活用の取組を発表し、

助言を頂いた。日本の高等教育機関で先進的に学修ルーブリックを活用している関

西国際大学の関係者に対し、本学でのこれまでの DP ルーブリック活用及び 4 月に

収集したルーブリックに関する初期データを発表することで、より具体的で有効な

助言を頂くことができた。 
今回の訪問を基に、DP ルーブリックの活用を更に推進することができた。まず、

教員に対して、DP ルーブリックを授業に取り入れるように促進し、教員は自分の授

業で DP ルーブリックの項目をシラバスで明記し、その項目で示された能力を伸ば

すような授業展開が期待されている。また、3 月には国際教養学部の全学生が DP ル

ーブリックを用いて自己評価を実施し、更なるデータを収集することができた。今

後は、DP ルーブリックの更なる有効活用を推進することで、学生は DP の達成に向

けた日々の学修に意欲的に臨むことができる。 
 
⑤ AP テーマⅠ＆Ⅰ・Ⅱ合同開催シンポジウム 

 日時：11 月 23 日 
 場所：キャンパスプラザ京都 
 目的：AP テーマⅠ＆Ⅰ・Ⅱ合同開催シンポジウム及び情報交換会に参加するため。 
 内容：このシンポジウムは、AP

テーマⅠ及びテーマⅠ・Ⅱ複合

型の共同開催シンポジウムで、

各テーマの採択校より2校ずつ

がそれぞれの取組を発表した。

シンポジウムに先立ち、テーマ

Ⅰ・Ⅱ採択校の意見交換会が行

われた。参加校は 11 校で、各

大学はそれぞれの進捗状況と

今後の課題についての意見を

交換した。シンポジウムは、先

進的に AP に取り組んでいる採択校の取組の紹介で、非常に参考となる内容であっ

た。本学の AP 事業に参考となる取組内容の紹介も多々あり、有益な情報を得るこ

とができた。また、意見交換会に参加することで、うまくいっていない部分も共有

することができ、課題も明確になった有意義なシンポジウム参加であった。 
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⑥ 大学教育学会 
 日時：12 月 1～2 日 
 場所：長崎国際大学 
 目的：AP 採択校の山口大学と合同で、AP で取り組んでいる学修成果の DP をテー

マにしたポスター発表をするため 
 内容：ポスターセッションでは、本学と同じテーマⅠ・Ⅱ採択校の山口大学と共同

でポスターを発表した。DP で示した学修目標の可視化、そして DP の到達のための

自律的学修をテーマとした、それぞれの大学での取組及び課題をまとめたポスター

発表であった。3 つのポリシーの整備、そして DP で示した学修目標の到達に向けた

主体的な学修は、全国の大学の共通課題であり、来場者の興味は高く、本学の取組

を紹介し、意見交換ができた。また、ポスターセッションを通じて、他大学の発表者

に直接質問し、意見交換することで有益な情報を得ることができた。特に、汎用的

能力を測定する取組や全学 e ポートフォリオなどの発表は、本学 AP 事業の取組の

参考になった。大学教育学会での発表だったので、AP 採択校以外の日本全国で大学

教育を実践している教職員と意見交換することができ、非常に有益な学会参加であ

った。特に今回の大会は長崎国際大学で実施され、開催校シンポジウムの内容が本

学と関連のある「国際」や「アクティブ・ラーニング」がテーマだったので、非常に

勉強になった学会であった。 
ポスター発表の様子 
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発表したポスター 
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⑦ AP 事業シンポジウム（高知大学） 
 日時：12 月 7 日 
 場所：高知市文化プラザかるぽーと 
 目的：文科省、経済産業省及び高等教育開発センターの基調講演を聴くとともに、

他大学の AP 事業に関する知見を得る。また、 AP 採択校によるポスターセッショ

ンに参加することで、本学の取組を参加者に紹介し、意見交換を行う 
 内容：文科省の基調講演があり、改めて AP 事業の使命や 3 つのポリシーの重要性

などを再確認できた。そして、2018 年に中央教育審議会の答申で発表された「2040
年に向けた高等教育のグランドデザイン」においては、現在 AP 事業で実施してい

る改革が重要になってくるので、AP 事業の大切さが再認識できた。また、社会で活

躍できる能力を育てるための大学教育という側面が、近年注目されていることもあ

り、特に経済産業省の方の基調講演は興味深く勉強になった。計 11 校が参加したポ

スターセッションでは、本学の取組を発表した。参考校の中で唯一のテーマⅠ・Ⅱ

複合型であったので、アクティブ・ラーニングとその学修成果の可視化に関する質

問を受け、質疑応答を通じて他校と意見交換できた有意義なポスターセッションで

あった。また、テーマⅤ（質保証）の採択校が 5 校あり、質保証の観点からの AP 事

業について参考になる情報を得ることができた。特に、本学と同様に DP の達成を

自己評価で測定する取組の発表が数校あり、質疑応答を通じて、有益な情報を得る

ことができた。 
ポスターセッションの様子 
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発表したポスター 
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⑧ AP 合同シンポジウム（主催）→AP 合同シンポジウムのページを参照 
 

⑨ 日本福祉大学での訪問調査 
 日時：3 月 4 日 
 場所：日本福祉大学 美浜キャンパス 
 目的：AP テーマ V（質保証）の幹事校である日本福祉大学への訪問調査し、最終年

度に向けた本学の AP 事業に役立てる。 
 内容：今回、テーマ V の幹事校である日本福祉大学を訪問し、実際に、AP 担当者と

話すことで、様々な有益な情報を得ることができた。一つは、本学と関西国際大学

の合同シンポジウムのテーマでもあった「社会で求められる能力と大学で育成する

力」に関するもので、日本福祉大学のディプロマ・サプリメントへの取組は、大学で

育成した力を社会に提示する仕組みの構築なので、本学での学修成果をどのように

社会に提示するかについて、大変参考になった。特に、ディプロマ・ポリシーの達成

度などがサプリメントに含まれていたので、大学が社会に提示する学修成果の可視

化に役立つ。また、日本福祉大学の総合学生カルテの取組は、本学の e ポートフォ

リオへの取組と似ている点が多いので、本学が学修成果の可視化として取り組んで

きた内容の方向性を再確認するとともに、本学の e ポートフォリオの更なる活用方

法の参考になった。実際の課題など、報告書には載っていない内容も議論すること

ができ、有益な訪問調査となった。 
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⑩ 大学教育研究フォーラム 
 日時：3 月 23～24 日 
 場所：京都大学吉田キャンパス 
 目的：大学教育研究フォーラムに参加し、他大学の大学教育に対する取組を知るこ

とで、今後の本学の取組への参考にする。また、ポスター発表に参加することで、本

学の AP への取組を発表し、本取組を対外的に波及させる。 
 内容：このポスターセッションでは、高等教育に関する様々な発表がポスター形式

で実施され、合計 120 のポスターが発表された。本学からは、「学修効果を高めるた

めの学生参画の取組―学生の視点からの主体的な学修の考察・改善―」というタイ

トルで、これまでの本学の AP 学生グループの取組を中心に、本学及び AP 事業に

ついてのポスターを発表した。具体的には、開学以来の教育の中核である「アクテ

ィブ・ラーニングによるクリティカル・シンキング能力の育成」を発展させるため

に実施している本学 AP の 4 つの主な取組を紹介した。1) 授業での AL の手法の実

態把握・体系化及び AL の指導力の向上。2) CT 能力の可視化のためのテスト開発。

3) ルーブリックによる学修の PDCA の確立。4) e ポートフォリオ上での学修成果

の可視化。この 4 つの取組を中心に、本学が伝統的に実施してきた AL を更に発展

させ、e ポートフォリオ上で学修成果を可視化することで、授業内外での AL による

主体的な学修の達成を目指していることを説明した。更に、本学の教育の特色であ

る AL を学生の視点から促進及び改善することを目的とし立ち上げた学生グループ

の活動に焦点を当てて、ポスター発表を実施した。本学のポスター発表には、AP 採

択校のみならず、全国の大学の研究者や関係者が来たので、教育改革についての意

見を交換する貴重な機会となった。 
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発表したポスター 
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IV. 平成 30 年度外部評価委員会 
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1. 外部評価委員会 概要 
① 目的 平成 30年度の本学 AP事業を外部の有識者に評価して頂き、来年度に役立てる。 

② 日 時 平成 31 年 3月 20 日 (水曜日) : 14～17時 

③ 場 所 宮崎国際大学 １号館 201 

④ 外部評価委員 

林 透 先生   （山口大学 大学教育センター・准教授）APテーマⅠ・Ⅱ採択校 

坂本 ロビン 先生（杏林大学外国語学部学部長・教授）APテーマⅢ(高大接続)採択校 

中村 清子 様 （株式会社テレビ宮崎 UMK報道部 報道記者） 

杜 朱莉 先生 （聖心ウルスラ高校教諭 本学卒業生） 

藤山 佳菜子さん （国際教養学部 3年生） 

⑤ 本学出会者 

山下学長 西村学長補佐 パッソス国際教養学部長 ウォーカー学部長補佐  

シンプソン・アラン 大関 APオフィサー 西中 AP事務補佐 

⑥ 当日のスケジュール 

➆ 内容 

 山口大学林委員からは、本学と同様、APテーマⅠ・Ⅱに取り組む立場で有意義な質問や提案を

受けることができ、AP テーマⅢに取り組んでいる杏林大学坂本委員からは、高大接続の観点から

本学 AP事業に関する意見を頂いた。また、昨年度と同様、外部評価委員に本学の卒業生や在学生

時間 スケジュール 

14:00 

 ～ 

14:30 

全体会（挨拶及び出席者紹介） 

• 開会の挨拶（学長）  

• 本学教職員の紹介 

• 外部評価委員 自己紹介 

• 本学の AP事業の概要説明 

14:30 

 ～ 

15:00 

外部評価委員による事前打合わせ 

• 委員長の選出  

• 委員による資料の精査及び質問事項の選定 

15:00 

 ～ 

16:00 

質疑応答（委員長の裁量による） 

• プロジェクト全体への質疑応答 

• 個々の取組に対する質疑応答 

16:00 

 ～ 

16:30 

外部評価委員による講評の打ち合わせ 

• 各委員による講評 

• 委員長による総評 

16:30 

 ～ 

17:00 

全体会（外部評価委員会総評） 

• 委員長による総評及び（必要に応じて）補足質問 

• 閉会の挨拶（西村学長補佐） 
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を含めることで、教育を受ける側からの本学の取組に関する貴重な意見を聞くことができた。 

質疑応答の時間では、本事業全体に関する質問から最終年度での取組内容など、多様な質問をき

っかけに有意義な議論がなされ、本事業のこれまでの成果に対する肯定的な評価や、最終年度及

びその後の事業展開に関する貴重なアドバイスを受けることができた。外部評価委員会の評価が

本事業の PDCAの重要な一環を担っているので、その評価を真摯に受け止め、最終年度の事業に取

り組みたい。 

 

2. 外部評価委員会 総評 

 

宮崎国際大学 AP 事業は、小規模大学だからこそできる、「アクティブ・ラーニング」、「クリテ

ィカル・シンキングテスト」、「e-ポートフォリオ」、「DP達成度可視化」に関する組織的な取組で

あり、その特色を自覚しながら、精力的に成果発信が進んでいることを評価したい。特に、アク

ティブ・ラーニングに関する取組が数段に進展し、学生グループの活動も絡めながら、非常に好

ましい状況にあると思う。この順調さを維持しながら、最終年度の取組に邁進していただきたい。 

また、今年度初めて、前年度の外部評価による講評やコメントを踏まえながら、その対応状況

や成果を明確にフィードバックいただけたことに非常に感謝するとともに、外部評価を活用した

事業取組のPDCAサイクルが機能し、AP事業全体の体系化が進んでいることが非常に感じられた。 

AP事業最終年度に向け、残された課題をこなし、補助期間終了後の継続性を意識しながら、そ

の取組を確実に進めていただきたい。なお、幾つか細かい点でコメントを付しておきたい。 

 

1) AP 事業は補助事業であるため、どうしても数値目標の達成度が求められる。最終年度に向

けて、改善は見られるが、「授業満足度アンケートを実施している学生の割合」「授業満足

率」「学修・生活実態調査の実施率」について、更なる努力を続けていただきたい。また、

「授業外学修時間」についても上昇傾向にあるが、引き続き努力を続けていただきたい。 

2) 「DP 達成度可視化」と「クリティカル・シンキングテストによる学修成果」との関係性を

明確化することに期待したい。そのことによって、貴学が重視しているクリティカル・シン

キングの価値が高まるように思われる。また、テーマⅠ・Ⅱ複合型の取組として、アクティ

ブ・ラーニングによる学修成果について、各種調査やテスト結果を活用・分析し、成果発信

していただきたい。 

3) 教育学部でのアクティブ・ラーニングの取組の充実等を取り入れながら、AP 事業取組が大

学全体に波及しているようなストーリー展開を目標に、更なら充実を図っていただきたい。 

4) AP 学生グループの一層の活躍を期待しており、学生の声が反映された取組の充実や成果発

信を期待したい。 

5) 補助期間終了後の各種取組の方向性や実施体制のあり方について、最終年度中に明示いた

だきたい。 
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外部評価委員会の様子 
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V. 参考資料等 
1. アクティブ・ラーニングの手法の体系化 （国際教養学部） 

国際教養学部の教員へのインタビュー及び授業観察を実施し、教員が使用している AL の手法

を分析し、ALの特性に応じた以下の 33種類 ALの手法を特定した。 

 

外向き：他者と共に行う学習活動     内向き：思考や記述など、個人で行う学習活動 

準備型：事前に準備が必要な学習活動   即興型：その場の状況に応じて展開する学習活動 

ALの分類 

分類 1: 内向き–準備型（全 7 種類） 

1. クリエイティブ・ライティング 

2. 自己評価 

3. 言い換えや要約の記述 

4. フィードバック・アンケート／レポート 

5. ジャーナル・ライティング（振り返りの

記述） 

6. リアクション・ライティング 

7. 卒業論文 

分類 2: 外向き−準備型（全６種類） 

1. スキットやドラマ制作 

2. ディベートやパネル討論 

3. プレゼンテーションやリバース・プレゼ

ン 

4. 創造的な朗読 

5. アンケートやインタビュー 

6. ピア・ティーチング 

 

分類 3: 内向き–即興型（全５種類） 

1. 作文についての筆記による相互評価 

2. 熟考する時間 

3. アクティブ・リスニング 

4. 読解 

5. 非言語での言い換えや要約 

分類 4: 外向き–即興型（全１１種類） 

1. 対話式講義 

2. ファシリテートされたディスカッション 

3. 自由討論 

4. 事例研究 

5. ロールプレイや即興スキット 

6. ジグソー・アクティビティ 

7. 口頭での言い換えや要約 

8. インフォーマルなディベート 

9. 質問に対するグループワーク 

10. ペアで考えてシェア・グループで考えて

シェア 

11. 作文についての口頭での相互評価 

 

分類 5: すべてのカテゴリーに含まれる AL（４項目） 

1. 学生が協力して行うプロジェクト        2. 実地研修やシミュレーション 

3. 地域コミュニティーに根ざしたプロジェクト  4. 学生による評価基準の作成 
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アクティブ・ラーニングの手法の詳細 

分類 1: 内向き–準備型（全 7 種類） 

1. クリエイティブ・ライティング 

物語の作成、登場人物の発展、その他の文学的要素を用い、考えや感情を記述する。 

2. 自己評価 

教員が作成した授業の評価基準に照らし、学生は自分のパフォーマンスを自己評価す

る。 

3. 言い換えや要約の記述 

要点を自分の言葉で言い換えたり、まとめたりして記述する。 

4. フィードバック・アンケート／レポート 

学期中に数回、又は中間期に、学生は授業についての評価やフィードバックを行う。効果

的だった授業内のアクティビティや取り組みたいアクティビティ、又は、学修効果を向上

させるための行動目標に関するフィードバックを行う。 

5. ジャーナル・ライティング（振り返りの記述） 

学生は、授業や課題に対する自分の考え、勉強法、成功や失敗などの様々なトピックに

ついて書く。ここで言うジャーナルとは、振り返りに重点をおいた記述で、文献のリサ

ーチ等は余り必要としない。教員がフィードバック、編集、評価などをする場合もあ

る。スラスラと書く練習なので、通常成績はつけず、文法もチェックしないことが多

い。 

6. リアクション・ライティング 

学生は読んだ文章に対して自分の意見を書く。読んだ文章の要約を書いてから、自分の

意見を書く場合が多い。 

7. 卒業論文 

学生は文献を読み、詳しい調査を行い、命題、仮説及び研究課題を立て、論文のアウト

ラインを作成する。担当教員の指導の下、書いては編集・訂正するというサイクルを繰

り返し、論文を完成させる。 

分類 2: 外向き−準備型（全６種類） 

1. スキットやドラマ制作 

学生は、クラスメイトと共にクラス全員の前で、与えられたストーリーの台詞を言う。

授業外の時間でリハーサルが必要な場合も多い。言語習得が目的の場合は、特定の言語

パターンや表現を使う。ドラマ制作では、準備のための十分な時間が与えられ、学生は

複数の場面を含む演劇の脚本を作る。演じる学生は１～１０人位で、 小説の一場面を演

劇にすることもある。 
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2. ディベートやパネル討論 

学生はあるテーマについて、予め決められた方法で、賛成か反対かに分かれ、議論を進

める。大抵の場合、授業外の時間に準備をする時間が与えられ、発言する時間は予め設

定されている。パネルディスカッションでは、学生がグループ毎に与えられたテーマに

ついて調べ、クラス全体の前でディスカッションを行う。学生は他のパネルメンバーの

見解に対して意見を述べたり、質問したりする。 

3. プレゼンテーションやリバース・プレゼンテーション 

学生は、小グループやクラス全体に対して、個人又はグループで発表をする。プレゼン

テーションの内容は、個人又は３〜５人のグループで準備し、スライドやポスターを作

る場合もある。リバース・プレゼンテーションとは、通常の発表と同じように、個人や

小グループで内容を準備するが、発表を聴く学生が質問し、それに発表者が答える形で

進められる。発表者は、聴衆から質問を上手に引き出す必要もある。 

4. 創造的な朗読 

個人又はグループで小グループやクラス全体に向けて、丸暗記ではなく、自分の創作を

交えながら詩や文章を朗読する。 

5. アンケートやインタビュー 

学生は問いを立て、データを集めるためのアンケートを実施したり、フィールドワーク

を行ったりする。 

6. ピア・ティーチング 

個人又はグループが先生役となり、小グループやクラス全体に対して、授業を行う。講

義型の一方通行な授業でも良いし、ワークショップや参加型のレッスンでも良い。教員

が予め準備したパワーポイントを使うなど、ある程度構成される場合もあれば、自由に

行う場合もある。 

分類 3: 内向き–即興型（全５種類） 

1. 作文についての筆記による相互評価 

学生同士で、作文を見せ合い、互いにコメントし合う。教員や学生が作った作文の評価

表を使っても良い。コメントは用紙に記入し、筆者に渡す。 

2. 熟考する時間 

授業中に学んだり、読んだりしたことに対して、学生が振り返り、感想や意見をまとめ

る時間を取る。 

3. アクティブ・リスニング 
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理解が難解な講義やリスニングの文章について、キーワードや全体的な意味を拾うよ

う、学生に指示をする。学生は、何度も繰り返し聞くことで、徐々に全体的な意味を聞

き取ることができるようになる。 

4. 読解 

学生は文章を表面的に読むのではなく、文章の意味を深く考える。（詩を読む時などに活

用される。） 

5. 非言語での言い換えや要約 

学生は、言語以外の媒体（例えば、図、グラフ、チャート等）で、講義や文章の要点を

言い換えたり、まとめたりする。 

分類 4: 外向き–即興型（全１１種類） 

1. 対話式講義 

学生は頻繁に質問、意見、見解を述べることが義務付けられている中で、教員が講義を

行う。 

2. ファシリテートされたディスカッション 

学生 1人がファシリテーターとなり、他の学生は、割り当てられた役割を担当し、ファ

シリテーターの指示に従いディスカッションを行う。 

3. 自由討論 

決められた時間内に、または時間制限なく、与えられたトピックに関するディスカッシ

ョンを行う。役割は決められておらず、学生が自由に行う。 

4. 事例研究 

学生は、教員が提示した事例について深く調査し、最適と思われる解釈や結論を出す。 

5. ロールプレイや即興スキット 

学生は短い演劇での役割を演じる。通常は、授業の中で台本を書き、役を演じるリハー

サルを行う。また、即興スキットでは、適切な言葉や表現を使って、与えられた場面を

即興で演じる。 

6. ジグソー・アクティビティ 

学生は、お互いに異なる情報を持ち、課題を完成させる為に、お互いの持っている情報

を伝え合う。別の方法として、学生はグループ・ディスカッションに参加し、その後、

別のグループに移動し、前のディスカッションの内容を報告する。 

7. 口頭での言い換えや要約 

学生は、ある文章を口頭で言い換えたり、自分の言葉で要点を述べる。 

8. インフォーマルなディベート 
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学生は、余りルールのない中で、あるテーマに賛成か反対かの意見を自由に述べる。大

抵の場合、事前に準備をすることはなく、時間の制限も緩やかである。学生は、どちら

側の意見につくかは自分で決めることができる。 

9. 質問に対するグループワーク 

提示された質問に対して、グループで協力して答える。 

10. ペアで考えてシェア・グループで考えてシェア 

学生は、与えられたトピックに対し、意見、答え、解決案などを考え、パートナーやグ

ループで共有する。共有することで意見などを更にまとめ、更に大きなグループやクラ

ス全体に発表する。 

11. 作文についての口頭での相互評価 

学生は、お互いの作文を評価する評価シートを記入した後、パートナーやグループに対

し、評価結果の口頭説明をする。 

分類 5: すべてのカテゴリーに含まれる AL（４項目） 

1. 学生が協力して行うプロジェクト 

学生は、大きな課題を分担し、協力して作業する。課題完了後は、クラス全員の前で発表

したり、また、レポート、エッセイ、ウェブサイト等として提出する。 

2. 実地研修やシミュレーション  

学生は、実際の状況で知識を応用する。例えば、経済学での知識をインターンシップ等で

活用する。新しいことを教える手段として、講義の前にシミュレーションを行うこともで

きる。異文化体験のシミュレーションとして、例えば、日本の人口の半分が外国人という

場面から、文化や適応について考える。 

3. 地域コミュニティーに根ざしたプロジェクト  

学生は、個人又は他の学生と協力して、地域社会の中で、ボランティアなどのプロジェク

トを行う。 

4. 学生による評価基準の作成 

課題、パフォーマンス、プロジェクトなどの評価基準を学生自身が作成する。 
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2. MIC-AP ニュースレター 
日本語版 
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English Version 
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3. 宮崎国際大学 AP プロジェクト・メンバー 
 

• ルーブリック WG 
• Erik Bond 
• Lloyd Walker 
• Alan Simpson 

 
• クリティカル・シンキング WG 
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• James Furse 

 
• AP 事務局 e ポートフォリオセンター 

• Satoshi Ozeki（本書・作成及び編集） 
• Masae Nishinaka（編集） 
 

• 宮崎国際大学・AP 事業推進者 
• Keiko Yamashita (President) 
• Naoki Nishimura (Assistant to the President / AP Project Leader) 
• Anderson Passos (Dean: School of International Liberal Arts) 
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